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◆講義項目◆ 

 
【第１部】１２月３日（月）～４日（火）  
第 1 章 まちづくりと都市計画 
１．まちづくりと都市計画 
（１）まちづくりの体系と法制 
（２）総合計画と国土利用計画 
（３）都市計画のしくみ 
（４）区域区分と地域地区 
（５）都市計画マスタープラン 

２．土地利用と交通 
（１）土地利用と交通の関わり 
（２）土地利用プランづくり 
（３）交通ネットワーク 
（４）交通施設整備の課題 

３．公園や緑地の整備 
 （１）都市の公園緑地の役割 
 （２）公園緑地政策の概要 
 （３）緑の基本計画マスタープラン 
 （４）市民協働型の公園緑地の保全 
４．市街地開発事業 
 （１）既成市街地と新市街地 
 （２）土地区画整理事業の概要 
 （３）市街地再開発事業の概要 

  （４）新住宅市街地開発事業  
第２章 土地利用誘導施策 
 １．土地利用誘導施策の体系 
２．建築許可・確認制度 

 ３．開発許可制度 
 ４．農業振興地域制度 
 ５．森林関連許可制度 
 ６．自然公園・自然環境保全制度  
第３章 建築指導の基本と実践 
 １．建築基準法の目的と構成 
２．建築法令用語の定義 

 ３．建築確認制度の概要 
  （１）制度規定（確認申請他） 

（２）単体規定（一般構造他） 
  （３）集団規定（道路、用途他） 
  （４）確認申請・検査手続の概要 
４．建築許可制度の概要 

  （１）特定行政庁による許可 
  （２）建築審査会への付議 
５．市街地環境を守る規制・協定 

  （１）美観地区・風致地区 
  （２）伝統的建造物群保存地区 
  （３）建築協定・緑化協定 
６．まちづくり誘導施策 

  （１）総合設計制度  （２）高度利用地区 
  （３）特定街区他   （４）地区計画制度 
 ７．関係法令 
  （１）建築士法    （２）消防法 
  （３）バリアフリー法他 

【第２部】１２月５日（水） 
 
第４章 開発許可の基本と実践 
 １．開発許可制度の創設と変遷 
 ２．開発行為等の定義 
 ３．開発許可制度の概要 
  （１）開発許可の要・不要 
  （２）開発許可申請の手続 
  （３）公共施設管理者の同意等 
  （４）開発許可基準（技術基準） 
  （５）市街化調整区域の立地基準 
  （６）開発審査会への付議 
  （７）工事完了検査等 
 ４．公共施設管理及び土地の帰属 
 ５．建築制限等 
 ６．違反行為に対する監督処分 
 ７．運用指針と開発指導要綱 
 ８．関係法令 
  （１）国土利用計画法 
  （２）宅地造成等規制法他 
 
第５章  理想のまちの実現のために 
 １．都市景観づくり 

（１）景観法の目的と構成 
  （２）景観緑三法の役割 

（３）景観計画と景観行政団体 
（４）景観誘導施策 

２．まちづくり・都市計画のこれから 
（１）中心市街地の活性化 
（２）コンパクト化の必要性 
（３）ネットワーク化とは 
（４）市民協働型のまちづくり 

３．理想のまちの実現に向けて 
 
 
【講師紹介】 技術士 建設部門（都市及び地方計画） 

総合技術監理部門（建設）  西本 和正 氏 
昭和 53 年 4 月 大津市役所入職。 
下水道建設課、市街地開発課、都市計画課計画係長、建築

指導課管理係長、開発調整課指導係長、企画調整課参事、都
市景観課課長、都市計画部管理監兼開発調整課長、企業局次
長（下水道部担当）等を歴任。 

平成 24 年 4 月大津市監査委員事務局書記（工事監査総
括）。平成 29 年 3 月退職。  
【資格等】  技術士 建設部門（都市及び地方計画）、総合技術
監理部門（建設）、一級土木施工管理技士、下水道技術検定
（第１種）、測量士補 他。  
【所属学会等】 土木学会、日本都市計画学会、日本技術士
会、地盤工学会関西支部 地域デザイン研究会 他。 
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※請求書の宛先についてご教示ください。（□団体名と同じ   □その他                       宛） 
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